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※日本共産党は
　以上の見解を
　発表しました。
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暴言大臣放置しルール無視

日本共産党

　TPPは審議するほど危険性が明らかに
なり、国民の不安が広がっています。

　「強行採決するかどうかは
佐藤さん（衆院議運委員長）
が決める。だから私ははせ
参じた」「こないだ冗談を言
ったら（閣僚を）首になりそ
うになった」。環太平洋連携
協定（TPP）を所管する山
本有二農水相の二度にわた
る暴言。野党４党の辞任要
求に何ら回答しないまま自
民、公明と維新はTPP承認
案・関連法案を衆院特別委
で強行採決しました（４日）。

農業破壊、暮らし・主権脅かす亡国の協定

徹底審議で廃案に

国会審議の前提を
欠いたままの審議

協定そのものの
本格的審議はこれから

　「丁寧に説明する」と言いな
がら、8400㌻の協定関連文書
の和訳は2400㌻。交渉経過
資料は表題以外すべて黒塗り。
交渉担当者だった甘利氏は大
臣辞任後も説明責任を放棄。

　通常国会、臨時国会での審
議は、「審議の前提問題」が
議論の焦点で、協定そのもの
の審議はこれから。共同通信
の世論調査でも66.5％が慎重
審議を求めています。

テーマ 危惧されること

食の安全

医療制度と薬価

金融・保険

政府調達

知的財産

遺伝子組み換え作物や輸入品の急増で
「食の安全」が脅かされる

国民皆保険制度が崩される危険。米国の
製薬企業が薬価決定に影響を及ぼし、薬
価が高どまりする

公共事業や地域経済が外資に開放され
る。労働分野での賃金低下、非正規雇用
の増加、労働条件悪化がもたらされる。
「中小企業振興基本条例」や「公契約条例」
が規定できなくなる

米国の利害関係者が金融・保険分野の規
制緩和を要求してくる

米国流の著作権ビジネス化が進む

解明すべき問題点の事例
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議長も「平穏でない」
　特別委の開会は、議院運
営を巡って議運委理事会で
断続的に協議が行われてい
た最中。大島理衆院議長が
「決して平穏な状況の採決で
なかった」というほどきわめ
て異常な強行です。数の力
で押し通せばよいという国
会軽視。安倍政権の暴走が
極まっています。



TPP・安倍政治にストップを国民と野党が
力を合わせ
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Ｐ
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国
民
への
約
束
や
、
国
会
の
意
思
に
反
す

る
暴
走
を
不
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に
し
て
、
国
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が
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を
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ま
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経
過
を
一切
明
ら
か
に

せ
ず
、「
黒
塗
り
資
料
」
で
国
会
と
国
民

を
欺
い
た
ま
ま
で
の
批
准
な
ど
論
外
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協
定

は
24
分
野
に
関
わ
り
、
そ
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

及
び
ま
す
。
多
国
籍
企
業
の
利
益
拡
大
の
じ
ゃ
ま
に
な

る
仕
組
み
や
ル
ー
ル
は
『
非
関
税
障
壁
』
と
し
て
撤
廃

さ
れ
ま
す
。国
民
に
と
って
百
害
あ
って一利
な
し
で
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。
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・
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。
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「
日
本
の
早
期
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准
が
ア
メ
リ
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の
批
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を
促
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と
いって
、
前
の
め
り
の
安
倍
政
権
の
姿
勢
は
極
め
て
異

常
で
す
。
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●
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
表
示
が
危
う
く
な

り
、
食
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。

●
医
薬
品
の
価
格
が
高
く
な
り
、
医
療
保
険
制

度
が
危
う
く
な
り
ま
す
。

●
保
険
や
共
済
の
分
野
に
ア
メ
リ
カ
企
業
の
参

入
を
許
し
、
支
配
さ
れ
ま
す
。

●
外
国
の
安
い
製
品

や
労
働
力
が
入

り
、
仕
事
や
雇
用

が
奪
わ
れ
ま
す
。

●
国
有
企
業
や
自
治
体
の
仕
事
が
多
国
籍
企
業

に
開
放
さ
れ
ま
す
。

外
国
企
業
に
よ
る
内
政
干
渉
に
道

批
准
し
た
国
は
一
つ
も
な
い

　

外
国
企
業
が
、
進
出
先
の
政
府
な
ど
の
政
策
で
損
害
を
被
っ
た

と
判
断
す
れ
ば
国
際
仲
裁
機
関
に
訴
え
、
損
害
賠
償
を
請
求
で
き

る

│
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
、
外
国
企
業
の
投
資

利
益
を
最
大
の
基
準
と
し
、
暮
ら
し
や
環
境
を
守
る
ル
ー
ル
を
ね
じ

曲
げ
、
国
家
主
権
を
あ
か
ら
さ
ま
に
侵
害
す
る
仕
組
み
で
す
。

「最悪の協定」
（ノーベル賞学者）　ノーベル経済学賞を受賞したアメリカの経済学者スティグリッツ氏は、3 月に来日した際、「TPPは最悪の協定。特定集団のための『管理された』貿易協定だ」と厳しく批判しています。
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